
令和３年（2021年）12月4日（土）
森村学園中等部

入試問題解説会

	 	 司会　副校長　林　　宏之
15：00
	 校長挨拶	 校長　江川　昭夫
	 募集要項　説明	 教頭　小澤　宗夫
	 国語　説明	 柏木　晴貴
	 算数　説明	 高山　俊介
16：05
16：15
	 社会　説明	 大木　　崇
	 理科　説明	 上野　英一
16：45

15：00 ~ 15：10	 諸連絡
15：10 ~ 15：30	 1 科目め　説明
15：35 ~ 15：55	 2 科目め　説明

<2科目受講者退室>
16：00 ~ 16：20	 3 科目め　説明
16：25 ~ 16：45	 4 科目め　説明

≪ご連絡≫
「6年生プログラム」は、2科目受講者は15：55に、4科目受講者は16：45に解説授業が終了しま
す。最後の授業担当者がお子様を体育館前までご誘導いたします。保護者の皆様は体育館前で
お子様と合流してください。

保護者プログラム

6年生プログラム





令和 4 年度（2022 年度）入学試験 出題方針 

  

日本の教育は、現在大きな変革期を迎えております。それは学力のとらえ方に象徴的に現れています。入学試験に

おいて、知識量・演習量だけがものを言う時代は終わりを告げようとしています。入試を突破するための学力ではなく、

未知なる困難・課題を自らの意志と知恵で解決していく力を支えるのが、これからの学力と言えましょう。 

 森村学園中等部・高等部では、従来の教科学習の在り方にとらわれず、新たな学力観に基づいて生徒の気づきを促

し、より主体的な学びへと導く指導への転換を進めています。 

 その一環として、各教科の入試問題には新しい学力観に基づいた思考力・表現力を問う問題を取り入れております。

もちろん各教科の出題傾向に大きな変更はございません。受験生の皆さんには、知識だけに頼らず、根拠をもとに論

理的に思考・活用・表現する問いへの対応力も養ってほしいと思います。 

 

 

国語 

国語科の目指す教育は、端的に言えば、「情と理」を兼ね備えた人を育てることです。時代がどんなに変化しようとも、

豊かな情操と明晰な論理的思考力をバランスよく備えた人材を育成することが重要だと考えています。 

本校の入試問題にはこのようなメッセージが込められています。「情」については「小説」で、「理」については「説明文・

論説文」で力を試すべく、例年二題の長文読解を出題します。記述問題では、文章から読解したことを正確にまとめる

ことができるかを問う問題や、テクストに対する主体的な読みを客観的根拠をもとに自分の言葉で表現できるかを問う

問題を出題します。あわせて、国語全般の基本的な知識を問う問題（文法・ことばの知識・語彙等）を長文読解の中に

織り交ぜています。漢字の読み書きは、問題を独立させ必ず出題します。 

 

問題構成・配点 

【一般入試】 

（一）説明的文章（４４点前後）    ３０００～４０００字程度の文章 １０問前後 

（二）文学的文章（４４点前後）    ３０００～４０００字程度の文章 １０問前後 

（三）漢字（１２点）            書き８問 よみ４問 

【帰国入試】 

（一）漢字（１２点）       書き８問 よみ４問 

（二）日本語知識（３０～４０点）    ことわざ、四字熟語、慣用句、文法事項、日本語の力を問うもの 

（三）説明的文章（４４点前後）    ３０００～４０００字程度の文章 １０問前後 

          

その他 

○問題は易から難という配列にはなっていないので、易しい問題から取り組むことがポイントになります。まず（三）の

漢字を、次に自分の得意とする問題文ジャンルを解いていくことが望ましく、難しい問題は後回しにするよう心がけて

ください。 

【読解問題（一）（二）】 

○配点 客観問題 １点～４点  記述問題 ４点～８点 

○記述問題は内容に応じて部分点をつけることがあります。 

減点対象 文末の呼応ができていない、誤字・脱字・文法的誤り、不十分な表現内容など０点扱い  

指定字数に満たない解答 指定字数を超えた解答 

 

【漢字】 

○楷書で記入してください。 

○はね・とめ・はらいなど、厳格にチェックはしませんが、あいまいな字や画数が変わってしまうような乱れた表記は 

０点とします。 
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算数 

数学では、問題を多角的に捉え、分析し、解決に至る過程を論理的に構築できる力が求められます。そのために、ま

ずは正確な計算力、典型問題の解法の定着が必要不可欠です。その上で、試行錯誤して、複雑な問題を解決する力

が必要になります。本校の入試問題では、その両方の力をバランスよく測ることをねらいとしています。 

昨今では、思考力・判断力・表現力等を育成するために数学的な表現を用いることや、日常生活における事象を数学

的に解釈し、活用することも求められています。論理的な思考・表現力をより評価いたします。 

 

問題構成・配点 

   １．計算問題 ３題  標準的な四則計算 

   ２．一行問題 ５題  速さ、濃度、場合の数など算数で扱う基本的な問題 

   ３～６．融合問題 小問合計１２題（大問１つにつき 3 題） 

       図形に関する問題、グラフを読み取る問題等、工夫を必要とする問題 

   配点は、１題５点です。 

 

その他 

 ○ 円周率は 3.14 です。既約分数にできていない場合は減点します。 

 ○ 解答欄にはすべて単位が記入されています。 

 ○ 融合問題には途中式を書くスペースがある解答欄がいくつかあります。 

   答えを出すまでの計算や図、考え方が書いてあれば、部分点をつけることがあります。 

   各問題の指示には従って下さい。 

 

 

社会 

本校の社会科では、「知識を使って考える」ことを重視しています。社会科は「暗記科目」だと言われること

が多く、覚えた知識を答える問題が出題されると思われています。知識をそのまま答える問題だと、暗記する

ことが目的になってしまいます。社会科という教科は本来、知識に基づいて考えることが目的であり、知識は

考えるための材料に過ぎません。もちろん歴史や地理の「用語」を答える問題も出題されます。その多くは基

礎的な知識です。なぜなら考えるための材料が定着しているかを確認するためのものだからです。ですから、

より本質的な問題は、「知識を使って考える問題」になります。では、「知識を使って考える」とはどういうこ

となのでしょうか。「考える」ことはいろいろな方法があります。その中で我々は以下の方法を中心に入試に

活かしています。 

 「具体的な知識から規則性や構造を見出す」 

 「一見無関係に見える事象の間に因果関係などを見出す」 

 「具体的なことがらを抽象化して、本質を見出す」 

 「抽象的なテーマに合わせて具体的な例を挙げる」 

 「同じような事象を比較することで、両者をより深く認識する」 

このような思考を想定して、私たちは入試問題を考えています。さらに、もう一つ忘れてはならないことがあ

ります。いろいろな知識の中から「自分で『問い』を見つける」ことです。いろいろな知識の中から、疑問や

不思議なこと、強い関心などを見つけ、それを自分の「課題」とすることです。さらに、その問いや課題を考

えるためには何をどうやって調べればいいのかを考えることです。こうして問いが問いを生み出し、より深い

問いに向かっていきます。 

最後に、知識を使って考えるために大切なこととして、「自分の言葉で表現する」ことを挙げておきます。誰

かの表現やどこかの表現を借りていたのでは、思考は活性化しません。自分らしい表現をすることで、思考は

生きたものになります。そのためにもぜひ日常的に自分の「問い」を見つけ、それを表現するようにしていっ

てほしいと思っています。 

問題構成・配点 

１番目は歴史の問題で、配点は２５％程度。特定の時代に偏ることなく満遍なく出題します。２番が地理で、３番が公民

分野からの出題になります。配点はあわせて３５％程度になります。４番と５番に「時事問題」と「仲間はずれ問題」が配

列され、あわせて１５％弱の配点になります。「時事問題」の対象は、一応１２月までが範囲となると考えてください。ま

た、「仲間はずれ問題」は分野の指定はありません。６番が「総合問題」です。これは、本校の社会科問題の特徴といっ

てもいい問題です。配点は２５％を目安にしています。 

 

その他 

特別難しい知識を要求することはありませんが、考える力をみたいと思っていますので、記述は多くなってきます。普段

から問題に接したときに自分で考えること、また自分の考えを文にまとめる練習をしてください。なお、問題量・構成はと

もに例年と同じようなものになります。漢字で答えるべきかどうかということについては、特に指示のある場合を除けば漢

字で答えなくても正解とします。また、論述問題は国語の試験ではありませんので、文法などを厳格にチェックすること

はしません。 

 

 

理科 

「LED 電球の方が白熱電球より電気代が安いのはなぜ？」「酸っぱいものに共通する点は何？」「人は他の動物とどこ

が同じでどこが違うのだろう？」「温泉の湯煙はなぜたつの？」等々、自然現象のしくみや日常の中で感じた疑問を解

き明かしていきたいという知的好奇心、それこそが自然科学の原点です。その知的好奇心を刺激し、課題に正しく答え

るための知識、論理的な思考力、疑問に対する課題解決能力などを育てるというのが理科という教科だと私たちは考

えています。知的好奇心に満ち、活気ある授業が展開されるためには、私たち教える側の工夫はもちろん重要ですが、

理科が大好きな生徒、積極的に取り組む姿勢を持った生徒、身近な自然現象や自然科学のニュースに関心がある生

徒の存在も欠かせません。私たちは単なる知識だけではなく、子どもたちの興味・関心の高さや知的好奇心の旺盛さ

が反映されるような入試問題づくりを心がけています。 

 

問題構成・配点 

問題構成は大問が４問で、理科の各分野である物理・化学・生物・地学の中から１問ずつ出題します。その時の科学的

な話題や環境問題などを取り上げることもあります。また、教科書の内容に関連する身近な応用問題も出題します。小

学校３年生以降の教科書の内容は参考資料も含めて、満遍なく勉強して下さい。 

子どもたちが持っている科学的思考力や観察力、表現力や実験企画力、検証力や考察力など、自然科学に必要な問

題解決能力を測れるような問題をこれまで以上に積極的に出題します。大問の中の小問の一部がこのようなタイプの

問題の場合もあれば、大問 1 問がまるごと、このような問題になっている場合もあります。 

大問の配置は、易しい順に並んでいるわけではありませんので、得意な分野の問題から解いていくとよいでしょう。大

問の中に小問が多数ある場合は、できるだけ基本的な内容から難しい内容になっていくように作っています。配点は、

大問 1 つあたり 15～20 点になります。 

 

その他 

理科の問題は、持っている知的好奇心、理科の基本知識の運用が中心となります。解いたことがない、答えを導き出し

にくそうな問題でも、自分の経験や知識を総合して考えることで正解へと到達できます。その問題の前後の記述の内

容も大きなヒントになることがありますので、しっかりと問題を読み解くようにして下さい。 

問題を解くときには、きちんと問題の指示に従うようにして下さい。「すべて答えなさい」「１つ答えなさい」「記号で答え

なさい」などの指示に注意しましょう。漢字がわからなくてもとにかく書くようにしましょう。特別な指示がない限り、内容を

読み取ることができれば得点につながる可能性があります。また、単位を必要とする問題には必ず単位をつけるように

しましょう。 

論述問題では、短い文章のつなぎ合わせであっても、自分が考えていることが正確に伝えられるように、主語・述語の

関係がはっきりするような文章を書く練習をしましょう。 
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インターネット出願の流れ（イメージ）
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検定料支払開始日
帰国生入試 12/1（水）

一般入試 1/6（木）

①

メールアドレス送信・確認コード入手

メールアドレスを入力してく
ださい。送信後、返信メー
ルで「確認コード」が届きま
す。（「確認コード」の有効
時間は２０分です。）

④

「出願サイト」はここから

②

https://mirai‐compass.net/usr/morimrgj/common/login.jsf

＜出願サイトURL＞

＜出願サイトQRコード＞

本校HPにある「出願サイト」バナーからも
アクセスできます。

確認コードとパスワード入力

返信メールに届いた「確認
コード」を入力してください。

「パスワード」を入力してくだ
さい。（８～１６文字）

⑤

ＩＤ（メールアドレス）登録

③

ここをクリックしてください。

「マイページ」から「新規申込手続」へ

ここをクリックしてください。

⑥

志願票の顔写真（①②のいずれか）
①縦４㎝×横３㎝の顔写真を貼る
②顔写真アップロード機能を使う

顔写真をアップロードする場合はこちらから
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入試区分選択

一般入試か帰国
生入試かを選択
してください。

⑦

出願情報入力

志願者情報・保護者情報を入力してください。

⑧

①出願サイトで対応できない漢字は簡易
字体に置き換えて入力してください。正式
な漢字はご入学後にお取り扱い致します
ので、予めご了承ください。

②志願者情報欄に海外の住所を入力さ
れた方は、入学関係書類発送の都合上、
保護者情報欄には必ず国内の住所を入
力してください。

試験選択（試験日・試験科目）

試験日・試験科目を選択する

⑨

「保存」＋「中断」が可能

①「選択」ボタンをクリックしてください。

②「お支払い画面へ」ボタンは検定料支払
可能開始日（＝出願期間初日：帰国生入試
12/1・一般入試1/6）以降に表示されます。

それ以前は「保存して中断する」ボタンをク
リックして入力情報の一時保存をします。

⑩

検定料お支払方法入力

①本校が指定するクレジットカード・コンビ
ニエンスストア、ペイジーいずれかの検定
料支払方法を選択してください。

②検定料決済後の申込内容間違いによ
る取り消し・返金は一切できませんので、
ご注意ください。

③一旦納入された検定料はいかなる場合
でも返金いたしません。⑪

出願状況の確認❶

試験名・検定料・検定料お支払い
方法等を確認してください。

⑫
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出願状況の確認❷

最後に志願者情報を確認し、
チェックボックスにチェックを入れ
てください。「上記の内容で申し込
む」をクリックした後は、修正でき
ません。

⑬

「送信完了」したら「マイページ」へ

①【受験票の印刷】と表示されていますが、受験票と志
願票（学校提出用）は１枚の用紙（A４サイズ）に印字さ
れます。

②「マイページ」に進み、受験票と志願票（学校提出
用）をダウンロード・出力する画面に進んでください。

⑭

受験票・志願票ダウンロード画面へ

「受験票・確認票」ボタンをクリックしてくださ
い。＊ボタン名は「受験票・確認票」ですが、
ここをクリックすると「受験票・志願票（学校
提出用）」ダウンロード画面へと進みます。

⑮

受験票・志願票ダウンロード画面

ここをクリックして、「受験
票・志願票（学校提出用）」
をダウンロードしてください。

⑯

受験票・志願票をプリントアウト

これが「受験票・志願票（学校提出
用）」です。プリントアウト（A４サイズ）

し、切り取り線から切り離して、試験
当日に持参してください。⑰

顔写真アップロード機能を選択し
なかった場合は、ここに顔写真を
はがれないようにしっかりとのり
付けしてください。

困ったときは…❶

「お問い合わせ先」「よくある質問」
ここをクリックしてください。

⑱
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困ったときは…❷

「お問い合わせ先」
❋入試内容は学校へ
（平日9:00～16:00）
❋システム・操作内容はサポートセンターへ
（24時間受付）

⑲

帰国生入試 「海外在留証明書」

帰国生入試の志願者は、こちらから「海
外在留証明書」のフォームをダウンロード
してください。勤務先から公印を頂いてく
ださい。入試当日に必ず持参してください。

⑳

所属する会社（機関）の
公印を必ず受けてくだ
さい。

帰国生入試 「海外在留証明書」

㉑

❋インターネット合格発表が開けない場合の対処方法例
インターネットのＨＰにおける合格発表は、ＰＤＦファイルで行っております。合格発表の
ホームページが見られない場合は以下のことが考えられます。

①ＰＤＦを読むためのAdobe Readerがインストールされていない。

ご面倒ですが、パソコンにAdobe Readerのインストールをお願い致します。最新バージョ

ンでない場合も閲覧できない可能性がありますので、バージョンをご確認ください。スマー
トフォンでは、ＰＤＦファイルを閲覧するアプリが必要です。

②合格者受験番号発表前のページが表示される。

お使いのブラウザの「ホームページ更新ボタン」を押してください。または、キーボードの

「ctrl + f5」を押してください。

③パソコンのセキュリティーソフトが何らかの理由でＰＤＦファイルの閲覧を禁止している。

セキュリティーソフトの設定をご確認ください。

インターネット合格発表

㉒

合格最低点 満点

第1回
2/1午前

127.4点 57.0% 200点

第2回
2/2午前

117.0点 58.2% 200点

第3回
2/4午前

199点 57.5% 350点

令和３年度（２０２１年度）

●一般入試 合格最低点●

＊第1回・第2回は200点換算得点㉓

●入試正答率グラフ●

正答率の高い問題

易から難の

構成ではない

正答率の低い問題

2021年度 第1回入試 算数
合否を分けた問題

㉔

過去3年分の入試正答率グラフはこちら
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入試問題解説会：6年生配布プリント 

【 算数 】 

⊂出題の傾向⊃ 
 

● 問題は全部で 20 問 

１．計算問題 3 問 

２．1 行問題 5 問 

 整数・食塩水・速さ・比などの基本的な問題 

３～６．融合問題 12 問 

図形の問題・グラフを読み取る問題・規則性などの 

工夫を必要とする問題 

 

● 配点は全て 1 問 5 点 

解ける問題から解くことと見直しが大事 

 

● 問題冊子と解答用紙は別 

①  単位は印刷済み 

②  融合問題の何問かは途中式を書くスペースがあります。 

  答が優先。答が正しくない場合のみ、途中点を与えることが 

あります。 
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１  次の三角形の性質を用いて、次のものを求めなさい。 

 

  

 

 
 
 
（1）図 1 の辺 BC の長さ 
 
 
（2）図 1 の三角形 ABC の面積 
 
 
（3）図 2 の二等辺三角形 DEF を、辺 DF を回転の軸として回転させたとき、 

三角形 DEF が通過した部分の体積 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

C B
 

D 

F 

E
 

A

（1） 

（3） 

（2） 
㎝ 

(答)       ㎤ 

㎠ 

【図 2】 

【図 1】 
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２ 図のような容器に水を入れます。仕切りの厚さは考えないものとします。グラフは底面

A から水面までの高さを測った様子を表しています。このとき、次の問に答えなさい。 
 

   
 





イ 分



 
［図］         ［グラフ］ 

 
(1) 図のアにあてはまる数はいくつですか。 
 
 
 
 
(2) グラフのイにあてはまる数はいくつですか。 
 
 
 
 

(3) 水は 1 分間に何㎤入っていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 

（1） （3） （2） 
㎤ 
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３ 次の会話文は、ある小学校の環境委員会の話し合いの様子です。この委員会は、Ａ君、 

Ｂ君、Ｃ君、Ｄさん、Ｅさん、Ｆさんの６名の委員と顧問の先生からなります。 

次の会話文を読んで、問に答えなさい。 

 

先生：「では、今日は来月に行う地域の清掃活動についての会議を行いましょう。」 

Ａ君：「はい。では、最初に、議長、司会、書記を誰にするか決めよう。」 

Ｂ君：「ところで、議長、司会、書記を誰にするのかって、全部で何通りあるのかな？」 

Ｃ君：「そんなの簡単だよ。議長になれる人が全部で６人いるから、６通り。同じように、 

   司会、書記もそれぞれ６通りだろ。だから、６×６×６＝２１６通りだよ。」 

Ｄさん：「それは違うわ。だって、Ａ君が議長をするとしたら、司会をするのは残りの５人

から選ぶのだから５通りになるわよ。」 

Ｅさん：「確かにそうね。そういうことなら計算し直すと全部で  ア  通りになるね。」 

Ｆさん：「さすがはＥさん！計算が早い！じゃあ、議長、司会、書記のどれかをする３人を

６人の中から選んでも、同じように  ア  通りになるのかな？」 

Ｄさん：「それは間違っているわよ。例えば、議長をＡ君，司会をＢ君，書記をＣ君とした 

ときと、議長をＢ君，司会をＡ君，書記をＣ君としたときは、同じ３人がやっている

のだから、それは１通りとして数えないと。」 

Ｂ君：「確かにそうだね。じゃあ、いったい何通りなんだろう？書いてみよう！」 

Ａ君：「書き出してみると全部で  イ  通りあることが分かったよ。」 

Ｆさん：「私も同じ数になった。これは、 ア  を６で割った数になっているわね。」 

Ｅさん：「この６で割るってことって、何か意味があるのかな？」 

Ｃ君：「う～ん。考えても分からないや。」 

先生：「Ｅさん。良いことに気づきましたね。この６で割ることにはちゃんと意味があるん 

   です。なぜなら、 ウ 」 

Ａ君：「なるほど！だから６で割るんですね。」 

先生：「みなさん、良く分かりましたか？それでは、議長、司会、書記を決めて会議を始め

ましょう。早くしないと下校時刻になってしまいますよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ 13 ─



(1)  ア に当てはまる数を答えなさい。 

 

 

 

 

(2)  イ に当てはまる数を答えなさい。 

 

 

 

 

(3)  ウ に当てはまる説明を書き、会話を完成させなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答 

１（1） 3.46 ㎝ （2） 3.46 ㎠ （3）      ㎤ 
２（1） 30 ㎝    （2）  20 分  （3）1500 ㎤ 

３（1） 120   （2） 20   

（3） (例) 議長、司会、書記の決め方が全部で 120 通りあるが、その中には同じ 

3 人の生徒からなる決め方が 6 通りずつあるからです。 

（1） 

（3） 

（2） 

㎤

1500 ㎤

2
7

75
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入試問題解説会： 年生配布プリント

【 社会 】

１ 以下の①・②の文章を読み、問いに答えなさい。

 
① 彼は北条義時をうつ命令を全国に下しましたが、団結した幕府軍に京都を占領され、流

刑となってしまいました。 
② 関東地方に勢力を持っていた彼は、朝廷に対する反抗に及び、朝廷とは別の政府をつく

ろうとし、新皇と称しました。しかし、この反乱は失敗に終わりました。 
 
問１  ①・②はそれぞれ何時代の出来事ですか。次の中から選び、記号で答えなさい。 

ア．旧石器時代 イ．縄文時代 ウ．弥生時代 エ．古墳・飛鳥時代 
オ．奈良時代 カ．平安時代(院政期を除く) キ．院政期・鎌倉時代 
ク．室町時代(南北朝時代を含む) ケ．安土桃山時代 コ．江戸時代 
サ．明治時代 シ．大正時代 ス．昭和時代 
 

問２  ①の「彼」とは誰のことですか。答えなさい。 
 
問３ ①の下線部について、幕府の御家人を団結させた女性がいます。それは誰のことです

か。答えなさい。 
 
問４ ②の「彼」とは誰のことですか。答えなさい。 
 

 
問１①

 

 
②  
 

 
問２  

 
問３  

 
問４ 
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２ 以下のことばの中で、ある見方でみると一つだけ性格が異なるものがあります。

それはどれですか。記号で答えなさい。また、それ以外のことばに共通する性格は何

ですか。説明しなさい。

 
例題〔ア．縄文 イ．京都 ウ．仙台 エ．横浜〕 
解答例 ア 他はすべて都市の名前 

 
ア．ドイツ イ．フランス ウ．イタリア エ．ロシア 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

３ 以下の森村君とお父さんの会話文を読み、問いに答えなさい。

なお、森村君の会話を「森」、お父さんの会話を「父」と表記します。

 
父 今日は、８時１４分品川駅発の「ひかり」に乗って、浜松のおばあちゃんの家に行くぞ！ 
森 えー。「のぞみ」じゃないの？残念。「のぞみ」500 系(※2007 年当時)に乗りたかったな。 
父 いいじゃないか、「ひかり」も「のぞみ」も同じようなもんだよ。 
森 違うよ。時速 300km も出せるのは 500 系だけで、それは「のぞみ」しか運転していな

いの。 
父 そうか。でも「のぞみ」は、浜松駅には停車しないからな。今度、家族旅行で広島に行

く時に使うことにしよう。 
森 やだやだ！今日、500 系に乗りたい！！ 
父 わがまま言わないの。「ひかり」も「のぞみ」も戦前から走っていた仲間同士なんだから。 
森 お父さん、何言っているの？新幹線が開通したのは、1964 年のことだって学校で勉強し

たよ！ 
父 よく勉強しているね。新幹線の「ひかり」と「のぞみ」は、お前の言う通りだ。じゃあ

日本の軍隊が 1931 年の鉄道爆破事件をきっかけに( Ａ )という国をつくり、大陸への

侵略を本格化させたことも勉強したよね。その後、日本と大陸を結ぶ役割を果たした、朝
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鮮半島を通る急行列車の名前が「ひかり」と「のぞみ」なんだ。 
森 名前の由来が仲間同士ってことか。でも、やっぱり日本の鉄道技術のすごさを体験した

かったな。 
父 鉄道技術といっても、スピードが全てじゃないぞ。日本の鉄道技術は世界の中でも優秀

な点があるんだ。時計を見ててごらん。もうすぐホームに新幹線が到着するから。 
森 わー。ぴったり８時１４分に駅に着いたね。 
父 実は、日本の鉄道は世界の中でも時間に正確なことで有名だよ。もちろん、ダイヤが乱

れることもあるけどね。 
森 大雪が降りやすい( Ｂ )駅間で新幹線に遅れが出た、ってニュースで聞いたことがあ

るよ。 
父 そうだね。でも、毎年一列車あたりの遅れは平均１分以内というデータがあるんだ。一

方、ヨーロッパなんかでは、10 分くらいの遅れは「遅れ」とみなさないんだって。 
森 信じられない！電車で通学している僕は、５分でも遅れていたらイライラしちゃうよ…

…。車掌
しゃしょう

さんも、２、３分の遅れで「お急ぎのところ、大変申し訳ありませんでした」っ

てアナウンスするし。日本人って、せっかちな国民なんだね。 
父 いやいや、①日本人はもともと、分単位で行動する国民ではなかったんだ。 
森 どういうこと？ 
父 たとえば、江戸時代に日本に来た西洋人が、日記にこんなことを書いているよ。日本人

はのんびりしすぎていて、ある商品を注文しても時間通りに届けてくれないって。 
森 時計を持っていなかったからじゃない？ 

父 もちろん、持っていないさ。ただ、城や寺などの鐘
かね

が、人々に時刻を教えていたんだよ。 
森 じゃあ、なんで時間にルーズだったんだろう？ 
父 色々と理由はあるだろうね。これを理解するためには、江戸時代までは、現在のように

１日を 24 時間に等しく分割する「定時法」ではなく、日の出から日没までを昼、日没か

ら日の出までを夜とし、それを６等分して一刻
いっとき

(約２時間)とする「不定時法」だったとい

うことを知っておく必要がありそうだ。 
森 つまり、江戸時代までの日本人は、現代人のように機械時計に合わせて生活するという

よりも、季節に合わせた生活をおくっていたってことか。そっか、これだと時刻を守りづ

らかったかもしれないね。じゃあ、なんで機械時計に合わせた生活が始まったの？ 
父 明治になり、工場で商品を生産するようになったことが大きいと思う。だって、②農民

と違って工場で働く労働者は、決まった時刻に出勤しなくてはならないからね。もちろん、

人々はなかなか新しい時刻には慣れなかったけど、学校教育を通じて、次第に今のような

時間リズムを身につけていったんだ。お前も今③学校でそういう経験をしているよね。 
森 そっか。時間のリズムにも歴史があるんだね。あ、お父さん！もうすぐ浜松駅に着くよ！ 
父 なんだ、９時３７分じゃないか！時刻表より２分も遅れているぞ！！ 
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森 もう！お父さんはせっかちなんだから！！ 
 
問１ 文中の( Ａ )にあてはまる言葉を答えなさい。 
 
問２ 文中の( Ｂ )にあてはまる駅名としてもっともふさわしい組み合わせはどれですか。

次の中から選び、記 
号で答えなさい。 

ア．新富士～静岡 イ．岐阜羽島～米原 ウ．広島～新岩国 エ．小倉～博多 
 
問３ 下線部①について、日本人が分単位で行動していなかったのはなぜですか。時計を持

っていなかったこと以外に文章中から具体的な記述をさがし、説明しなさい。 
 
問４ 下線部②について、なぜ工場で働く労働者は、決まった時刻に出勤しなくてはならな

いのですか。その理由を考えて答えなさい。 
 
問５ 下線部③について、学校給食の普及も時間のリズムを身につけるのに貢献

こうけん

しましたが、

それはなぜだと思いますか。その理由を考えて答えなさい。 
 

 
問１  

 

 
問２  

 

 
 
 

 
 
問３  
 
 
 
 
問４  
 

 
 
問５  
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入試問題解説会(社会) 模範解答 
１ 解答 

 
問１① キ

 

 
② カ 
 

 
問２ 後鳥羽上皇 

 
問３ 北条政子 

 
問４ 平将門 

 

２ 解答例 

 
ウ 

 

 
他はすべて三国干渉に関係 

 
 

３ 解答 

 
問１ 満州国 

 

 
問２ イ 

 

 
 
 

 
問３ 日の出から日没までを昼、日没から日の出までを夜とし、それを６等分する

不定時法で季節に合わせた生活を送っていたから。 
 

 
問４ 分業と協業で労働するには各自が勝手な行動をとっては成り立たず、一斉に

生産に従事していく必要があるから。 
 

 
問５ 同じ時刻に食事をとることになるから。 
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入試問題解説会： 年生配布プリント

【 理科 】

【１】 水の変化について、次の問いに答えなさい。 
  問１ コップの中の水は放置しておくと、しだいに空気中に出ていきます。この現象を何と

いうか答えなさい。

問２ ビーカーに ℃の水を入れてガスバーナーであたためつづけました。同じ強さで加熱

しつづけていくと、 分後にわき立ち始めました。その後 分間加熱し、ガスバーナー

の火を止めました。

(１) 下線の状態のとき、水の中からさかんに泡が出ていました。この泡の成分は何か答え

なさい。

(２) 下線の状態のとき、水の温度はどうなっているか、次から選び、記号で答えなさい。

ア：温度はゆっくり下がっていく イ：温度は変化しない

ウ：温度はゆっくり上がっていく

(３) 解答らんに、加熱している間の水の温度変化を表わすグラフを書きこみなさい。

問３ 水の入った試験管に温度計がさしてあります。次の問いに答えなさい。

１ それぞれのビーカーに①水と氷、②水と氷と食塩をまぜたものを加えたとき、どのよ

うなちがいがあるか答えなさい。

２ 下の図の温度計が示している温度は何℃ですか。次から選び、記号で答えなさい。

ア：3℃ イ：3.5℃ ウ：７℃ エ：－3℃ オ：－3.5℃ カ：－７℃

３ の温度計が示しているのは①と②のどちらか答えなさい。またそのとき試験管の

中の様子はどうなっていますか、次から選び、記号で答えなさい。

ア：水のまま イ：水と氷がまざっている ウ：全体が氷になっている
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(℃) 

０ (分) 

問４ 水は『固体・液体・気体』に、そのすがたを変えます。①固体→液体、②液体→気体、

③気体→液体、④液体→固体のうち、②～④の変化を、わたしたちの身の回りで起こる

現象として例にならって説明しなさい。

例 ①雪だるまが陽のあたっている部分からとけ始めた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解答らん 
問

１ 
 問

２ 
(1) (2) (3) 

 

問

３ 

(1)  

(2) (3)  

問

４ 

② 

③ 

④ 
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～解説～

森村学園の理科教育は「実験を通して自然現象に興味を持ち、理解する」というものを一

つの特色としています。なにげなく見ているものでも、注意深く見るといろいろなものが見

えるようになってきます。私たちは、授業の中でこの喜びや感動を味わってもらいたいと思

っています。理科好きな生徒、積極的に実験に取り組む生徒、身近な自然現象や自然科学の

ニュースに興味がある生徒。そんな生徒が力を発揮できるような入試問題づくりを心がけて

います。

問１～２ ： 蒸発 じょうはつ と沸騰（ふっとう）に関する問題

水は ℃にならないと、気体に変化しないと考えている人はいませんか？そう思ってい

る人は考えてみてください。雨のあとの水たまりがなくなるとき、ぬれた洗濯物がかわくと

き、水は ℃になっていますか？

水たまりがなくなったり、ぬれた洗濯物がかわいたりするとき、水は表面からのみ気体に

変化します。この変化を蒸発といい、どんな温度でも起こる現象です。それに対して、火に

かけた鍋の水がさかんに泡を出してわき立っているとき、水は表面だけではなく、内部から

も蒸発します。この変化を沸騰といい、地上では約 ℃にならないと起こらない現象です。

問１・２では、この蒸発と沸騰の違い、沸騰している間の温度との関係を理解しているか

を問う問題です。

問 ： 固体が液体になる状態変化に関する問題

問 では温度計の目盛りの読み方、状態変化と温度との関係を理解しているかを問う問題

です。

問 ： 身近な自然現象に関する問題

水の状態変化を、身近な現象に置き換えて考える問題です。

【解答】

問

１ 
蒸発 問

２ 
(1)水蒸気 (2)イ (3) 

 

問

３ 

(1)  
①より②のビーカーの方が温度が下がる。 

(2)オ (3)② ウ 

問

４ 

②ぬれた洗濯物がかわく。 
③冬の寒い日に息が白くくもる。 
④冬になると池の水がこおりつく。 

(℃) 

(分) 
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4 
 

【
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
注
意
し
よ
う
】 

★
指
定
さ
れ
た
字
数
の
中
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
解
答
し
ま
し
ょ
う
。 

→

森
村
学
園
の
国
語
で
は
、
説
明
問
題
の
多
く
は
、「
○
字
以
上
○
字
以
内
で
」
と
い
う
よ
う
に
字
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
字
数
に
足
り
な
か
っ
た
り
、
多
す

ぎ
た
り
す
る
も
の
は
〇
点
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
句
読
点
や
符
号
は
特
に
指
示
の
な
い
限
り
一
字
分
に
数
え
ま
す
。
特
に
句
点
が
一
字
多
い
場
合
で
も
字
数

オ
ー
バ
ー
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 
 

 

★
問
わ
れ
方
に
応
じ
た
解
答
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

→

「
な
ぜ…

…

か
。」
と
問
わ
れ
た
ら
「…

…

か
ら
。」 

「…
…

ど
う
い
う
こ
と
か
。」
と
問
わ
れ
た
ら
「…

…

こ
と
。」
と
い
う
よ
う
に
、
特
に
解
答
の
文
末
表
現
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

 ★
誤
字
脱
字
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 
→

記
述
問
題
の
解
答
中
に
誤
字
や
脱
字
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
減
点
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

★
問
い
の
中
の
指
示
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

→

「
ぬ
き
出
し
な
さ
い
」
と
「
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
し
な
さ
い
」
は
違
い
ま
す
。
ま
た
、
選
択
問
題
で
は
、「
適
当
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
」
と
い
う
問
い
だ
け
で

な
く
、
時
に
は
、「
適
当
で
な
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
」
と
い
う
問
い
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 ★
で
き
る
問
題
か
ら
解
き
ま
し
ょ
う
。 

 
→

大
問
は
一
の
説
明
文
・
二
の
小
説
・
三
の
漢
字
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
問
・
小
問
と
も
に
取
り
組
み
や
す
い
問
題
か
ら
解
き
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 

た
だ
し
帰
国
入
試
は
、
大
問
の
順
番
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。 

内
容
は
昨
年
度
と
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

★
漢
字
の
書
き
取
り
問
題
で
は
、
て
い
ね
い
な
楷
書
（
か
い
し
ょ
）
で
書
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 
→

「
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
」
に
つ
い
て
厳
し
く
採
点
は
し
ま
せ
ん
が
、
画
数
が
変
わ
る
書
き
方
や
線
の
数
が
不
鮮
明
な
も
の
な
ど
は
〇
点
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す 

。
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3 
 

【
模
範
解
答
】 

 
問
一 
Ａ 

エ 
 

Ｂ 

イ 
 

問
二 

趣
味
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
と
、
仕
事
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
。 

 

問
三 

ウ 
 

問
四 

エ 
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2 
 

問
三 

―
―
―

②
「
以
上
の
こ
と
」
の
指
す
内
容
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
ア 

人
間
は
趣
味
に
力
を
入
れ
れ
ば
入
れ
る
ほ
ど
仕
事
の
効
率
も
よ
く
な
る
こ
と 

 
イ 
人
間
は
仕
事
を
す
る
時
も
趣
味
に
時
間
を
割
く
時
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
と
い
う
こ
と 

 

ウ 
人
間
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
単
純
な
計
算
が
成
立
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と 

 

エ 

人
間
に
は
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
こ
と 

 

問
四 

本
文
の
内
容
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

碁
も
テ
ニ
ス
も
頭
や
体
を
消
耗
す
る
趣
味
だ
か
ら
こ
そ
、
仕
事
の
方
に
も
力
が
入
る
も
の
だ
。 

 

イ 

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
趣
味
を
た
く
さ
ん
持
て
ば
持
つ
ほ
ど
、
仕
事
の
効
率
は
上
が
る
も
の
だ
。 

 

ウ 

人
間
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
目
に
見
え
な
い
た
め
、
掘
り
当
て
る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
だ
。 

 

エ 

人
間
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
、
よ
り
活
動
的
に
な
れ
る
も
の
だ
。 

  

問
一 

 

  

問
二 

 

   

問
三 

 

   

問
四 

 

  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

30   
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1 
 

入
試
問
題
解
説
会
：
六
年
生
配
布
プ
リ
ン
ト 

【 

国
語 

】 

【
練
習
し
て
み
よ
う
】
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

他
と
の
比
較
で
は
な
く
て
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。 

 

Ａ 
 

、
自
分
が

碁ご

が
好
き
だ
と
し
て
、
碁
を
打
っ
て
い
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
心
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
節
約
し
て
、
も
う
少
し
仕
事
の
方
に
向
け
よ
う
と
考
え
て
み
る
と
し
よ
う
。
そ
こ
で
、
友
人
と
碁
を
打
つ
回
数
を
少
な
く
し
て
、
仕
事
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
、
果

た
し
て
う
ま
く
ゆ
く
だ
ろ
う
か
。 

 

Ｂ 
 

、
今
ま
で
運
動
な
ど
ま
っ
た
く
し
な
か
っ
た
の
に
、
ふ
と
友
人
に

誘さ

そ

わ
れ
て
テ
ニ
ス
を
は
じ
め
る
と
、
そ
れ
が
な
か
な
か

面
白

お
も
し
ろ

い
。
だ
ん
だ
ん
と
熱
心
に
テ
ニ
ス
の
練
習
に

打う

ち

込こ

む
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
と
き
に
、
仕
事
の
方
は
、
以
前
よ
り
能
率
が
悪
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
あ
ん
が

い
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
テ
ニ
ス
の
練
習
の
た
め
に
、
以
前
よ
り
も
朝
一
時
間
早
く
起
き
て
い
る
の
に
、
仕
事
を
さ
ぼ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
仕
事
に
対
し

て
も
意
欲
的
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
と
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

も
ち
ろ
ん
、
も
の
ご
と
に
は
限
度
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
趣
味

し

ゅ

み

に
力
を
入
れ
れ
ば
入
れ
る
ほ
ど
、
仕
事
も
よ
く
出
来
る
、
な
ど
と
簡
単
に
は
言
え
な
い
が
、
と
も
か

く
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
耗

し
ょ
う
も
う

を
片
方
で
押
さ
え
る
と
、
片
方
で
多
く
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
単
純
計
算
が
成
立
し
な
い
こ
と
は

了
解

り
ょ
う
か
い

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
片
方
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
や
す
こ
と
が
、
か
え
っ
て
他
の
方
に
用
い
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
も
増
加
さ
せ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
さ
え
あ
る
。 

②
以
上
の
こ
と
は
、
人
間
は
「
も
の
」
で
は
な
い
し
、
「
機
械
」
で
も
な
い
、
生
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
い
る
。 

人
間
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
多
く
の
「
＊
鉱
脈

こ
う
み
ゃ
く

」
の
な
か
に

埋う

も
れ
て
い
て
、
新
し
い
鉱
脈
を

掘ほ

り

当あ

て
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
＊

供
給

き
ょ
う
き
ゅ
う

さ
れ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
鉱
脈
を
掘
り
当
て
る
こ
と
な
く
、「
手
持
ち
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
に

頼た

よ

ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
確
か
に
、
そ
れ
を
何
か
に

使
用
す
る
と
、
そ
の
分
だ
け
ど
こ
か
で
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
感
じ
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
河
合
隼
雄 

『
こ
こ
ろ
の
処
方
箋
』 

よ
り
） 

＊ 

鉱
脈…

岩
石
の
割
れ
目
に
入
り
込
ん
で
い
る
板
状
の
鉱
物
の
集
合
体
。 

＊ 

供
給…

要
求
や
必
要
に
応
じ
て
物
を
割
り
当
て
る
こ
と
。 

 

問
一 

 
 

Ａ 
 

・ 
 

Ｂ 
 

に
入
る
語
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

し
か
し 
 
 

イ 

あ
る
い
は 

 
 

ウ 

つ
ま
り 

 
 

エ 

た
と
え
ば 

 

問
二 
―
―
―

①
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
耗

し
ょ
う
も
う

を
片
方
で
押
さ
え
る
と
、
片
方
で
多
く
な
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
三
十
字
以
上

三
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 
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2
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4
5

高3A
第2
理科室

倉庫

生徒会室

グラウンド
出入口

倉庫

ガレリア階段

第2
調理室

倉庫

吉澤 購買

中央
EV

準備室 準備室
技術
家庭科
室

第1
調理室 被服室

準備室

カウンセ
ラー室

第1
音楽室

中央
EV

ガレリア階段

生物
実験室

中央
EV

4階

3階

2階

1階

体育館

保健室

来
賓
用

201教室

高3D 高3E

B1

校長室

印刷室

面
談
室

高
等
部
昇
降
口

事務室

中
央
階
段

ラウンジ

北
EV

中
等
部
昇
降
口

職員室

男 女

面談室

高3C

コンピュー
ター室

自習室 図書館

中央
EV

高3B

中
央
階
段

　　校舎案内図

中3C

中3D
入
試
広
報
室

準備室

北
EV

放送室

202教室

学年室

応接室

中2D

準備室 準備室
中2E

102教室 中3E101教室

ガレリア

学年室1
社会科
研究室

ガレリア

英語科
研究室

男

中2A化学
実験室 準備室

第1
理科室

中2B女

中2C

中1A

中1B

中1C

中1D

中1E

準備室
文
化
部

倉
庫

ガレリア

練習室第2
音楽室

器楽庫
書道室

高2D 高2E
ホール

高2A 高2B 高2C

第1
美術室

第2
美術室

来
賓
用

ホール
控室

学年室2

北
EV

男
北
EV 女

401教室

男

高1A 高1B 高1C 高1D

女

中
央
階
段

国語科
研究室

数学科
研究室

中央
EV

中
央
階
段

高1E

東非常階段

東非常階段

西非常階段

西非常階段

物理
実験室

茶室

東非常階段

西非常階段

カフェテリア

中3A

中3B

203教室 204教室

北階段

北階段

北階段

北階段

南階段

南階段

南階段

南階段

出
入
口

西非常階


